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　　　　　　　　　　紹介ブログ

おかしな、おかしな国の、お話！！
わたしは首巻にされてしまったんです。だから、軽くなくては、すぐに捨てられてしまいます。もう何日も水を飲んでいません。それでも水っぽいと苦情をいわれます。汗をかくご婦人なので‥‥。
でも、それだけで、結構何とか生きている、と言うことかもしれません。

四方八方を伺い、美しい首巻が、毛並みに映る照明効果を按配しながら、内気にか細い声をふるわせる。

「なら、首巻だったら、生きているふりはしないで、死んだふりをしていれば、それでかまわないのではありませんか？」
首巻を取り巻いていた、新入の男は、投げ出すようにいうと、先輩のグループを見回して笑いをかみしめる。

「ええ、だけど、生きている身、少しでもほどけようものなら、ご婦人は、わたしが意地悪で、そうやったに違いないというんです！」

「意地悪で、汗っかきの首巻だなんて！　頸に重い足が棒みたいで‥‥」
そこで、説明を受けている彼らは笑い始める。

「それに‥‥、うんこなんかする首巻なんて！　おしっこをする首巻なんて！　なんでそんなものを、まだ捨てずにつかっているのでしょう？　それに‥‥」また、そこで、彼らは大笑いする。

「首巻がズボンをはいているじゃありませんか？　首巻が首巻をしている、なんてこともあるんでしょうね。と、言うことになると、首巻をしている首巻の方が、ずっと上等で軽くて素敵ではありませんか！」

「おちびさん！　それは、狸か、ミンクなのでしょう？」
「こんなもの、こんなもの、ただの畜生じゃありませんか？　僕なんかと、到底くらぶべくもありませんよ！」

首巻の男が首巻を叩きながら言う。
「タンスになっている人間など、いないのでしょうね。人間がタンスになんか、なれるわけがありませんもん？」

この素っ頓狂な国家事業に乗って、おれは言って見る。
「いいえ、なっております！」
「立派なタンスはあるじゃありませんか？」

「過去の遺産です、しかし過去の遺産など何になるでしょう。生きると言うことは、体当たりだと、王様はおっしゃいました‥‥」
「王さまの命令で、国民は物になるのですか？　それが、生産活動だと‥‥？」

「世の中は物質至上主義。物なくして何が出来ますか？　物こそ近代社会を支えている、根幹ですよ。いいえ、王さまはそうおっしゃいます！！」

「それは考えようによっては、楽しそうだなあ。なら、茶碗などでなく、橋なんかになることもできるんですか？　サルは橋になると聞きましたが？」

「ここでは、人間が直接なるので‥‥」
「サル並の智恵しかないんですね！」
おれは嘲笑する。彼らも手を叩いて踊りあがる。―――――

―――――長くなりましたが、これは、「望みの種子は二万年後に　２」の生産活動から抜粋したものです。島さち子の没後、彼女の書き込みや、新しい原稿のさしこみにしたがって、編集しなおしたなかで、新しく挿入された部分です。

わたしは、このくだりが、不思議で、不思議で、おかしくて、おかしくて、何度も何度も見直しました。そして、とりこになっている自分を発見しました。

そこで、これを読んで下さるかも知れない、あなたと、あなたと、あなたたちに向かって、最後に、この章を残すことに致しました。
後は、明日につづきます。それでは、また、
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さよなら！！　おかしな、おかしな国！！
「サル並みの智慧しかないのですね！」
　おれは嘲笑する。彼らも手を叩いて踊りあがる。

「なら、人間がなっている橋を誰が渡るんです？」
「人間がなっている車が渡ります」
「車にのっているのは何なんです？　それは人間でしょう？」

「いいえ、人間であるかもしれませんが、シートだったり、ブレーキだったりしているに違いありません。今度は人間の塊が通りました！」

「川も人間なんですか？」
「ええ、人間が水がわりになっております。だけど、この国には、きちんとした夜があります。夜には人間は物であることを止めます。

人間は人間であり、過去の遺産のなかに埋もれて眠ります。
はい、人間である茶碗じゃなく……」
茶碗である女は自信に満ち、茶碗のなかで、幸福そうに飛び跳ねる。
　
多くの思考が催眠状態のまま、妙に幼い。おれは笑いたいのをこらえて、眼をつりあげる。

「となると、王様が問題だ？　王様はどうしておられるんです。どんな、物になって、おいでですか？　興味深々だなあ！！」

「王様ですか？　王様は人間を着て歩いていいんです。美しい若い男女が王様を囲い、王様の下は人間の塊です。車椅子である人間たちは、ときどき、くるりくるり回転しながら、王様を運んでおりました」

「ずるいなあ、王様は。それでは、王様の思う壺だ！　大変だあ！　食べ物になっている人間はいないのか？　王様は贅沢三昧、つぎつぎ、好物になった人間が、王様に食べられて消えてしまっているんじゃありませんか？」
　
　ふらふらの一団が、ガサガサ音を立てながらくる。
彼等は固まってしまい、もう、声もださない。

「ここは、ゴミ処理場です。人間炉のやることは、これで焼くことは致しません。大型機械だったそれらは、塊のまま解体され、つまり、家庭へと解き放たれます。かさかさの人たちは、それぞれが枯葉が飛んでいくように、我家の方に飛んで帰って行きました！」
　
おれは石になり、自然が病を癒す間、千年眠らなければならないと言う人のところに帰ってみる。自然の時間体系のなかで、それは瞬く間の時間だ。

何年経ったのだろう、今、つぶてより早く飛んできた石が、おれの額の中央で、正面衝突し、おれは気絶してしまう。

おれは目覚め、この奇妙な国にさよならする。物であった疲れが四方八方から押し寄せ、積み重なり、おれの歩みを阻んでいる。
 
「王様のお成り！」
ただ一人、人間姿の王様は、赤いスポーツカーから喜々として身を乗り出し、おれを標的に軽機関銃を乱射させる。　

王様の声が有頂天だ。
「命中！！」――――――


―――――いかがでしたか？　「望みの種子は二万年後に！！２」は、冒頭から波乱に満ちて開幕ですが、これで、エンマの、島さち子の作品紹介は終わりました。今度、新しい作品を登録するときまで。しばらくのお休みです。

１１月２４日は、島さち子の命日。遺影を花でいっぱいにして、時代に先んじすぎた、天才的作家を偲びたいとおもっています。
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　　　ふるさとを切らないでくれ！！
待ってくれ、おれのふるさとを、切らないでくれ！！　大男はナイフを持って、鼻歌まじりに、巨大なザボンにねらいをつける。
待て、おれのふるさと切るな！！

ザボンが切られると言う、今、おれは急に、故郷があるということが身に応え、過去の引力だけが強力になって、その間にあった年月が急によそよそしくなっている。

ここにおれの過去を知っているものは一人もなく、自分自身の過去を思い出そうとするものさえいない。これが愚かさを育てるために、懸命に徹底的に教育された挙句の果てだとは！

おれは、おふくろを探して、ふるさとの町に帰ったのだ。それだけは死んでも忘れないらしい。もはや、おふくろは亡くなったに違いない。最後はキビガラのように軽かったろうと思う。

おれが抱え上げたら、あまりに軽くて、抱えるおれの身体が浮くかと思うほどだったに違いない。抱くおれの腕が二重巻きになるほどの細い身体だったろう。おれは、おふくろの消息を探るために、おれらの理想郷に連れ帰るために、一人戻った筈だった。

これだけは彼らだって消すことは出来まい。おれが私生児として目覚め、まだ願望をもっているために生きているのだとしたら、願望に歴史がなければならないのだが―――――

――――――克は敵の収容所にあって、思い出したのです。ふるさとの町に立った日のことを。真っ黒い雲が空に蓋をし、その下は大雨のあとのように、変にぎらぎらした灰色、水銀色が果てしなく続いて、以前そこが町だったしるしは、もう、何処にもなかったことを！！

そのあと、地下国家につぎつぎくぐりこんで母を捜したことまではおぼろに思い出すのですが‥‥。

「望みの種子は二万年後に」の第２部は、このあと、壮大なイメージで展開していきます。
空に浮かぶ大陸、ふたりの息子、リンとムーンの世界など、終末に向かって、大きな展開をみせます。
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「行きなさい！　そうだ、そっちへ。旅行許可証は服にぬいつけてある！」　
―――――収容されていた地下国家から開放されたおれは、守衛の開けてくれた正門を出て、光や風のなかをいく。それは過去に向かって歩くことになる。

これは冒険で、おれの内部は熱く、消化器や血液さえも、過去を夢見フル回転をはじめている。

　街はおれから身を隠して、地下道だけが続く。おれは目に見えない街のなかを、目に見えないものを飲んで、エンジンに給油しているように口を開けたまま歩き続ける。
　
　三日間歩きつづけたとおれが思った日に、突然、街が現れる。
―――――人間はやっぱり繁殖して昔のように生きて何食わぬ顔だ。

道路の動きに従って、後ろへ後ろへと飛んでいくポール上の球形の家々は、青い空に白を際出させて未来都市を予感させる―――――

―――――克は未来都市をぬけだし、故郷を目指す。誰の力や祈りで地獄は持ち上げられたのか、おれに祈る習慣はない。

幼児はまだ生え揃わない小粒な歯をみせ、リスになりそこねた子猫を連れ、くすくす笑う、首をまげる。ちび、やわらか、ウサギの帽子？

砂とほこりが大きな柱になって回りながら去ると、再びおれは自分の両目を発見したように驚いてしまう。
房になっていた魚類の卵がいちどきに孵化したように、目の前に子供たちが溢れる。

その数はとても数えきれない。片側は白い帽子の子供が群れ、それを圧する陰の子供の群れが動く。白髪と、頭なしだ。

細菌戦争がこの子達を生んだのか？　放射能か？
このなかにぼくの子供もふくまれているのか？

「泣くのはやめろ！！」おれは叫ぶ―――――

――――この響きは、流れる音だけでなく、流れが停滞しているために、死者という生きものが骨髄を噛んでチューインガムにして暇つぶしをしている音だ。
本当はみんな下水を素通りして消える運命にあり、現実の歴史の表面に出ることなしに、もうことが済んだ筈だとわかっている。

寒い、さっきまで初夏のように汗ばんでいたのに、今厳冬の寒さが来ている。この異常気象に、みんなすくんで動かなくなって、肩をすぼめ、空を見て息をひそめる。

五十メートルほど上に、まばゆい輝線があり、、目をとめると、それは白、羽毛が舞うように降って来る雪が、中空に止まって下に落ちようともしない。中空に降り積もる雪は太々とした横縞になる。

海の向こうではなく、空の上に出現した巨大な白い大陸だ。
寒い、サンは子供を両脇に引き寄せる。音を濾過したあとのように静かな地面に荒い青い翳が広がっている。

凍結。頭なしの息子の首のへこみが、氷の華をつくっている。
停止しているものが生命でないと断定できない凍結――――

――――母を捜して、地下国をわたり歩き、ようやく戻った理想郷にも、容赦ない変化が襲ってくる。克やサンはこの過酷な運命にどうして、立ち向かい、希望を持つことができるのか？

「望みの種子は二万年後に！！」の第２部。次々に拡がるそのイメージの多様さ、その表現のユニークさは、ただ驚くばかりです。この作品には島さち子の研ぎ澄まされた先見性が示されています。

現在に重ね合わせて、多くの酷似に驚いてしまいます。あなたも、作品から多くのメッセージを、ヒントを得ることができるでしょう！！
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